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埼玉県ー農村における鈎虫の疫学的調査とその考察

鈴木 了司

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 33年 11月2日）

疾病は多くの原図的条件が綜合的に作用して病状の発

現が生ずるものであるが，寄生虫体にJまずく疾病にあっ

ても寄生虫体側の条件〈侵入数，侵入門戸，毒性の強弱〉

と人体側の条件（抵抗力，栄養状態，疲労の程度，をの

侵入を容易ならしめる状態の存在〉とが考慮され，これ

らの諸条件の組み合せ如何により，比較的少数の虫体の

侵入によって発症する場合もあり，その反対の場合にあ

っても発症に至らないとともある。そしてとれら諸条件

の内，人｛本側の条件はをの体質的な：条件を除いては現実

の人間にあっては主として社会的な諸条件により左右さ

れているととが多いようである。しかも社会的な要因は

単に人体側の条件ばかりでなく ，をの寄生虫体の存在，

集散及びをの人体への侵入条件それ自体をも極めて屡々

規制するものですらある。

をこで著者は，木邦各地の農村の職業性疾患とも称せ

られる鈎虫症の疫学的研究に当って，方、 〉る社会的要因

との関連において考察を行ってきた〈鈴木， 11)56a,c, 

1959）。

その結果，著者の調査した宮城県ー農村の場合にも，

東京都ー農村の場合にも，いずれも鈎虫感染の成立が，鈎

虫仔虫による汚染の場，つまり感染の場とそれに立ち入

る頻度により説明し得るというととを明らかにし得た。

そとて著者iま異なった別の地区においても，感染の場

とその立ち入り頻度によって鈎虫感染が同様に説明し得

るか否かを，更に確めるとともに，をの立ち入る感染の

場とは如何に準備され，且，感染の場として如何に成立

しているかの解明を試み，併せて鈎虫感染の時期に関し

ての調査を今回実施した。

調査地の概要及び調査方法

この調査は埼玉県大里郡妻沼町の d部落， 98戸， 約

570名を対象とした。との地区は関東平野の北西に位置

NORIJI SUZUKI: Epidemiological studies on hook-

worm in a village of Saitama Prefecture (Depart-

ment of Parasitology, National Institute of Health, 

Tokyo) 

する農村て，田 393町歩，畑 386町歩，菜畑 116町歩を

有し，比較的経済状態も良好と思われる口また，東京方

面への1主要な疏菜の出荷地であり ，葱， 大和告は特に収

獲が多い。

1957年3月に全住民に対し，飽和食塩水浮説法2伎値

と直接塗抹法 6枚値による検便を実施した。以降，翌年

4月に至るまで，全住民の検便を毎月行った。但し，一

部の部落は同時に行った殺卵剤による感染抑制効果の試

験地としたため，年聞の感染消長の対象地区はとれら一

部の部落を除外して論じた。

との地区の鈎虫感染者総数は 264名て， 全調査人員

550名の48.0%に当り， かなりの濃厚感染色思わしめ

る。また，ほ三同時期に行ったとの地区及び周辺の鈎虫

保有者のIm虫成績(1づ山・ 荻野，未発表〉によると，駆虫

人員23名より，アメリカ鈎虫93隻，ヅピニ鈎虫l隻の排

虫を得， 松 1l1i~ ら（1958）は同郡内てアメリカ鈎虫保有者

334名，ヅピニ鈎虫保有者 7名，混合感染者12名を得て

いるととから，との地区ては，著者が前に報告した宮域

県，東京都の農村と同じくアメ リカ鈎虫が優占牙布して

いるものと推定される。

なお，鈎虫の感染経路に関しては多くの研究がなされ

つ〉あるが，アメ リカ鈎虫ては生物学的にも，生態学的

にもをの感染主道は経皮であろうとする説はほ三確定視

されている。従ってとの地区ての鈎虫感染は，経皮を主

として行われているものと推定するととも亦，可能であ

ろう。

年齢，性および感染の場への立ち入り

頻度と鈎虫感染との関係

1) 年齢別による感染状況

年齢と感染の関係を求めると，年齢の増加とともに感

染率は上昇し，成年層に至って最も高いととは，いずれの

調査地とも同様てある。これら年齢を前報においても試

みたように，生活活動を想定し，をの活動の型の類似し℃

いると思われる年齢群を集め，20歳以上の成年層は便宜

的に10歳毎に区牙してそれぞれの感染率を求めると （第

( 69 ) 
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1図），20歳から急激に感染率は増加し，感染率の面から

全体を次の 8群に牙けるととが出来る。即：；，筋1群は

学令期以前の年齢層 c6.6%），節2群はHl歳までく31.8

%〉，第 3群：ま上記20歳以上の成年層（68.2%）てある。

そしてζ れら年齢層の感染率の上昇は， 40～49歳の乏れ

を頂上として再び下降の傾向を示す。第1群は鈎虫仔虫

による汚染の場，つまり感染の場への立ち入り娯度は，

他の 2 群に比して少ない。 ~2 群は学令期に属する年齢

層てあり，第1群に属する年齢層よりも行動範囲は広く，

従って感染の場に立ち入る頗度も多いが，第3群に比し

て常時農耕に従事する年齢層は殆んど含まれず，当然第

8群より感染率が低いものと解釈される。年齢別による

立ち入り初度と鈎虫の感染の聞の関係を，史に解明する

ために，各年齢層の農耕従事者と非従事者の感染率をを

れぞれ求めた（第2図〉。図によると，農耕従事者（平均

75.6%）は非従事者（平均50.8%）よりも高く ， 〈χ2=

22.0＞χ20.01) また年齢の増加とともに上昇し， 40～49 

歳ては実に84.6%の高率に達する。一方，非従事者は17

～19歳て3』.8%で少ないが， 20歳以上は52.0%～58.3%

の間にすべての感染率が含まれ，一定しているのが観察

される。このととは宮城県一農村における報告にも述べ

たように，農耕に非従事の成年層はその年令層と感染率

は無関係であることを示す。従って農村の鈎虫感染率を

論ずる時，非従事者の占める割合により，感染率が異な

ってくるのではないかというととを推定せしめると同時

に，農耕への従事と鈎虫感染とが密接な関係にあること

を示すものであろう。

このととに関連し，著者は東京都ー農村の場合に，そ

再
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第 1図年齢別鈎虫感染状況

縦線は 90%の信頼限界幅を示す

平均鈎虫感染率は 48.0%

〔寄生虫学雑誌、 ・第 8巻 ・第 2号

の対象となる地区の立地的条件，社’会的条件を含めた農

業経営の形態により，各年齢層の感染状況は，モφ地区の

性格を或る程度示すものではないかと考えた。つまりあ

る年齢層の感染の場への立5入り頻度は，その年齢層の

感染を或る程度左右することを意味する。をの意味て17

～Hl歳の年齢層と老年屑の感染率は地域により興味深い

値を示すようである。何故ならば，前者は学校を卒業し

て実際に農耕に従事し始める年齢層であり，後者は実際

に農耕から手を引き家庭内て過すようになる年齢層てあ

るからである。

この地区の17～Hl歳の年齢層は上記の年齢区牙の上か

ら，学令期のそれに仔類し得た。との年齢層（感染率約

42%）に属するもの〉農業従事状況（感染の場に立ち入

る頻度の一応の尺度として用いた〉は，約40%が農耕に

従事し，残り約60%は高校に進学，または農家内にあっ

ても俸給生活者であり，農耕に従事することは少ない。

一方，実際の働き手てある20蔑以上〈感染率約71%）て

ほ約70%が農耕に従事しているととからも，両年齢層の

的成をれ自身に差異があり，との地区ては17～19歳の年

齢層を成人層の群に区分するととが困難であることは自

ら明らかであろう。

著者はさきに宮城県ー農村において種々な疫学的解析

を行ったが（鈴木， 1956a），その感染率は50.6%で本調

査地と近似的な値を有しているので，との二地区を比較

すると，宮城ては17～19歳〈鈎虫感染率70.9%）の農業

従事率は約80%c感染率79.1%）て，この調査地の約2

倍てあり，且， ζの値は成人層（感染率78.0%）の農業

従事率（約84%）とほ三同様である。即：；，宮城の17～
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第 2図 成年層における農

耕従事者と非従事者の年

齢別鈎虫感染状況

一．－農耕従事者 平均75.6f}b 

-0ー農耕非従事者平均 50.8Jb 

第 3図農耕従事状況
による鈎虫感染状、見

各縦線は90%の信親
限界幅を示す

( 70 ) 
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第 1表感染率と農業従事状況

調 全平村均 年齢別平均感染率（形）

査 感染 1農7耕～従1従9事事（歳者者) 20～49 50～59 60～ 
地a 率（必） ＼非 （歳） （歳） （歳）

（妻195沼9)叩•o.o 官nム・ヴ’ Gt~ 71 1 65.2 60 7 

(39.2) (71.6) (80.4) (48.8) 

金ケ野 50.6 70.9 G~ ：§ 78.0 64.2 58.9 

(58.4) (83.9) (71.1) (27 .4) 

）：農業従事者率（%）

19歳の年齢層は，をの大部牙が直ちに農耕に従事する訳

て、，従ってをの感染率も木地区に比較して高いというこ

とが説明出来るのではあるまいか。 とれら岡地の立地

的，社会的条件をみると，宮城の乏れは所謂東北の純農

村であるのに反し，本調査地は農家内にあっても他の職

業を有するものが多く ，また近くに消費地を控え，野菜

の供給地として経済的にも恵まれていることなどから，

をの構成人員の感染の場への立ち入り頻度が，ある年齢

層（乙〉ては17～19歳〉ては異なり ，それが感染率に影

響をもたらしたものと推定出来ょう。

同様な推定は老人層ても云えるととではあるが（宮城

ては 60歳以上の年齢層の大半は農耕に従事しなくなる

が，本調査地区ては約半数が依然として従事するのが認

められた〉， と〉てはその感染率には差異がなかった。と

れは農耕に従事しなくなってからの期間が一様でなく ，

E，鈎虫の人体内生存期聞を考慮する時，また，ζれら

年齢層は幼年層と異なり， 非従事者ても行動範囲は広

く，汚染の場との接触も完全に断ち切れないととなどを

考慮する時，との老年層ては必ずしも判然と差異を示し

得なかったものであろう。が，農耕に従事する割合に応

じて，その年齢層の感染率が増減するということは当然

考えられるととろであろう。

なお，柳沢 (1957)は16～20歳の年齢層の感染率はア

メリカ鈎虫牙布地区ては全村の平均感染率に一致しく 5

カ所の調査〉，ヅピニ鈎虫牙布地区ても相当良く一致する

と報じているが，上記のようにとの年齢層が学令層と成

人層の間にあり，農耕に従事するという感染の場への立

ち入り如皮も学令層と成人層の中間にあって，をの生活

形態は両者の移行形態を示している。従ってをの鈎虫感

染率は，平均感染率より低い学令層の感染率より高く ，

平均感染率より高い成人層のをれより低い中聞の感染率

( 71 ) 
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を，一般的には示すものと推定されるととろであるが，

地区の農業経営形態をの他から，戎る場合には，成人層

に近い値を示すとともあろうし，或る場合には，学令層

のそれに近いこともあろう。て，著者が今までに調査し

たア メリカ鈎虫優占牙布地区についてその比をみると，

1.33 c宮城県金ケ瀬），0.61c群馬県館料、地方） 0.81 c木
調査地〉，（以上鈎虫感染率的%以上），0.64 c宮城県岩

沼），1.26 c東京都忠生〉を示して一定していない乙と

からも，この16～20歳の年齢層の鈎虫感染率が，全村の

平均感染率に概括的には近似した値をとるかもま日れない

が，必ずしも一致するとは限らないのであるまいか。

2) 性別による感染状況

乙の地区の女子 2・73名中50.6%，男子 277名中45.5%

に鈎虫感染者を得たが，をの聞に有意差は認められない

（χ2=1.14くχ20・os）。 また， 各年齢区牙別によっても，

後記の農耕従事状況別によっても性差を検討したが，い

ずれも差〈有意水準 5%で検定〉を認め得なかった。こ

れは前報〈東京都ー農村〉におけると同様，乙の地区て

は男女聞に作業内容の差異がないどとを示唆せしめるも

のであろう。

小宮山（1954）は川崎市の農村て，農家内ては男子が

一般に高い感染率を示し，20歳以上ては男子60.5%，女

子40.8%でその聞に有意差 〈χ2= 10.21＞χ20・os）を認め

たととを報じている。氏はこの地区の男女聞の作業内容

には全く触れていないが，同地が果樹園地でもあり，亡

の下肥は畑のみでなく ，田及び梨園にも施肥されている

ととから，その農業形態は著者が行った農村のそれとは

異なっているととが推定される。 氏の数字における鈎虫

感染の男女聞の差は，恐らくか 〉る男女間の作業内容に

相異があった 乙とに基ずくものではないだろうかD

3) 農耕従事程度と感染状況

1）において学令層より成人層に感染率が高いとと，

農耕非従事者は成年層において感染率は年齢に拘らず一

様であること，農耕従事者ては年齢により差異を示し，

特に40～49歳の年齢層ては約85%の高率であることなど

から，農耕に従事するというととが鈎虫感染と密綾な関

係にあるととを木地区てもほ三認めることが出来た。そ

ζて、著者は農耕に従事するというとと，つまり感染の場

への立ち入り組皮が鈎虫感染に影響をもたらす乙とを史

に確めるべく次のような解析を試みた。即ち，鈎虫感染

の場への立ち入り頻度を表示するものとして，農耕に従

事する程度を尺度にとり ，その鈎虫感染状況を調べた。

著者が先に報告したと同じく ，常時農耕に従事すφ附
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j膏 （A），時折農耕に従事する階層 （B），稀に従事する

附層 （C），全く従事しない階層（D）と成人層を 4区

分し，年少者については，年齢別感染の項と重複するが

学生（E），学童（F），幼児 （G），乳幼児 （H）とに

わけてその各々の鈎虫感染率を調べた。その結果は A:

74.6%, B : 72.4%, C : 50.0%, D : 52.0%で成人屑

の高いζ とは云うまでもないが，年少者に至るに従い，成

任層に比して急激な減少がみられ，E : 27.3%, F : 27.0 

%, G : 12.8%, II : 2.0%という感染率を示すととが認

められた。いま比較的をの生活型の類似したもの同士を

併せ（第 3図），(A+B〕，cc十D),(E十F),(G+II)

として各々の感史率をみると，A→Hになるに従って感

染率も有意差を以て低下しているのが観察された。以上

の成績は，全生活中農耕に従事する比重，従ってまた同

時に感染の場に立ち入る比重，具体的にはその頗度が，

鈎虫の感染と密接な関係にあることを示している。云い

央えれば，農村における鈎虫感染率の大小は，をの感染

の場への立ち入り 煩度の多少と，ほ三比例しているとと

をこの地区の事例ても立証しているととになる。

即~ ， 著者はとの地区を含めて 8 ケ所の異なった地区

の調査の結果，農民の感染の場への立ち入り頻度が，そ

の鈎虫感染に主図的に働くものであるという 事実を認め

た訳てあるが，思うにかような鈎虫感染とをの感染の場

への立ち入りの頻度との関係は，広く一般にアメ リカ鈎

虫優占分布地区において，等しく妥当とするところのも

のであると考えることが出来る。

鈎虫感染の時期に関する調査

鈎虫の感染時期を知るととは，今まで5～10月とか，

初夏の候とか漠然と考えられていた時期を判然と規定す

るばかりでなく ，をれによりその時期前後に下肥を施す

作物や，をの間屡ノセ立5入る必要のある作物を推定する

手がかりともなるかもしれない。

をとて毎月，検便を実施して〈実際には対象人員の 7

～ 8割が受検〉，をの新，再感染者を求めた。乙れら成績

の内， 前月及び前々月の 2回の検便が陰性であったもの

を真の陰性者と考え，ζ 札ら陰性者が 3回目の検便時に

どの程度陽転するかを各月毎に集計した後，感染から虫

卵排出までの期聞をー，応2ヶ月として，すべての成績を

2ヶ月づ〉繰り上げて論じた〈第4図下〉。なお，随時

l~虫を行い， 陰性者の数を増加せしめたととは前報と同

慌てある。しかし，ζの場合の随時駆虫は一部の希望者

にと三めえたとと（毎回保卵者の約2割程度，但し第一

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 2号

回は約4割〉により ，その後の排出虫卵の激減に碁因す

る感染の場の条件撹乱は，かなりな程度防ぎ得たと考え

ている。

ととろで，図によると年聞の新，再感染率（7.3%）よ

り高いのは，4,5月と 7月であり，12月には低いととが

観察された。

との時期に関しては前報の東京都一農村の場合とほ三

同様な傾向を示すもので， 感染の時期は~ね 6 月を除い

た4～ 7月の期間てあると見倣して良いようである。
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第4図 年聞の気象（上）と鈎虫の年間感染扶況（下）

（上）・平均気温（百葉箱内における）

0地下 lOcmにおけ る平均気温

ム 11 20cm /1 

－相対温度

↓各月 における最低気温の極

（下）縦線は 90.%の信頼限界幅で示す

比較的 6月に感染の少ないととについては，1957年当

時の温度，湿度等の鈎虫仔虫の棲息環境，下肥撒布状況

及び鈎虫仔虫の生存期間等かちすれば，との刀において

も鈎虫感染の場は準備されていたと見られる。特に感染

に重大なる関係がある感染の場の水好量に関しては，6 

月の降水量 185.lmm（木調査期間中の平均月雨量 91.2

mm）て9月について多い月である一方，日照時間は 152

時間〈木調査期間中の刀平均日照時間 185時間〉て、，10,

7' 9月について、少ないととからも感染の場が乾燥してい

たというととは否定出来る。にも拘らず，HJには新，

再感染が4～ 7月の内て少ないととに関しては，鈎虫感

染が感染の場とをれへの立ち入る原度によって説明せざ

( 72 ) 
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るを得ない以上，後者の立ち入る；i.n度にモの理由を求め

ることが妥当のようである。

而して，6月に感染の少ないことは，恐らく次のよう

な木地区の特殊性によるものであろうと考えられる。

即ち，との地区ては麦一回一麦の二毛作地帯であり，麦

から田への転換が行われるのは丁j支ζの時期に当って

いる。例えば，との調査の行われた年には 6月初旬春蚕

が終了し，中旬（14, 5日l翼〉より麦刈りに従事，22日

には全村一汗に固に水を通し，23円より数日に亘って，

田植え協同作業が行われた。従ってこの時期の農民の作

業内容は後記するように，感染の場たらざる麦畑と水田

及びそれに附随する作業に限定されて，それ以外の場処

に立ち入る機会は殆んどないものと考えられるからであ

るD

12月を中心に冬期に感染の低いととについては，鈎虫

仔虫の性質上冬期には新，再感染は起りにくいと考えら

れる。 何故ならば，鈎虫卵及びその感染仔虫，とりわけ

アメ リカ鈎虫のそれは寒冷に比較的弱く ，－ 5°0連続爆

露の場合は 3時間後て，＋ 5℃のそれでは30時間後に泣

完全に死滅するからである〈小村、 ・鈴木，未発表〉。しか

し，ζ 〉て注意すべきは本調査の結果によると，冬期に

も新，再感染の存在を示唆するが如きデータが見られて

いるととである。本調査地に近い熊谷測候所における調

査時の平均気温は，12月に 6.6°0, 57年1月に 3.5°0, 2 

月に 4.6°0を，最低気温の極は－ 4.6。0,- 6.3℃，－ 

6.2°0を示しており，また地下10cmの平均気温（秩父

測候所〉は12月に 4.7°0となっている。とすれば，前記

鈎虫仔虫の寒冷に対する抵抗性から云って，感染は生じ

にくいと考えられる。一方，人聞の冬期における衣服，

履物と云った防護状態から考えても感染は極めて困難て

あろう乙とが惟定される。このことに関して， ( 1）鈎

虫卵排出までの時聞を単に 2ヶ月問機械的に繰り 上げた

というととに問題が存するものか， ( 2）検査の信頼性

という問題に存するものか， (3）或は冬期においても

何らかの他の方法〈例えば堆肥との接触等〉て感染が事

実存していたものかは，日下のと ζ ろ不明であり，史に

検討を要する。

鈎虫感染の場

以上て鈎虫感染の成立上2 最も主因的に働くものはそ

の感染の場ヘの立ち入り如、度てあるということが，ほ三

立証された訳であるが，をれでは感染の場は如何にして

準備され，E，成立するのであろうかを考えてみる。
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1) 施肥状態に関する調査（感染の場の準備

鈎虫感染の場は，抽象的には第ーに鈎虫仔虫が或る程

度濃厚な密度において存在する土地でなければならない

訳てあるが，をのためにはその土地に予め鈎虫仔虫を成

生せしむべき鈎虫卵が撒布されていなければならない。

そこでとの直接的な要因となる下肥の撒布状況を年聞

に亘り調査した。このため，月二回，特定の農家の便階

をみて廻り，、汲み出しのあったものは，乏の吋z期と撒布

先を記録した。 Cの方法は各農家の経営規J九構成家族

数，便植？の大小などの面を考慮する時，必ずしも良い方

法とは云えないが，一応の下肥撒布の指i裂とすることは

出来ょう。また，二，三農民より，感染の場として考え

得る主な読菜の， この地区ての一般的な栽培方式をき

き，併せて図示した〈第5図〉。 図によると，下肥の撒

布は早春と12月に多いようである。早春に多いのは，各

種作物の苗床の用芯及び定植のための元肥である。 12月

に多いのは便桔を空にして正月を迎え，正月早々に汲み

出すととのないようにという単なる農習慣がをの主な要

因て， 麦ヘの施肥と桑畑への施肥と廃棄がその大部分

施
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第 5図 下胞の撒布状況と主な作物の栽培方式
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を占める。

一方，6月と 7月に少ないことについては，との時期

には，特に 6月ては前記のヰうに農繁期に属し，施肥作

業にまで労力が及ばないとと，同時にとの時期は麦の収

獲作業（麦刈り，麦干し，脱殻，調整〉を始め，薬剤撒

布や除草等の作業が主となり，撒布の必要性も減少して

いるとと等によるものと解釈される。

次にとれらの撒布状況を各作物毎に牙け，をの内撒布

団数の多い作物を図示すると，年間を通じて桑，麦畑が

最も撒布団数が多く ，馬鈴薯，葱畑がそれに続く。また，

短期間てあり ，撒布回数は上記の畑に比して比較的少な

いが，茄子，稲，大隈，白菜畑に認められた。

桑は年聞を通じて，比較的平均に，E，多量に撒布さ

れている一方，桑畑が下肥の廃棄場処になっていること

は否定出来ない。早春，特に春蚕期前と，10月，12月に

多い。

麦は播種前後の10月から，冬期にかけて撒布され，8

月一杯て麦への施肥は終る。即：；，元肥として，播種前

に充分量施肥され，普通2～8回に亘って追肥する。最

後の追肥は，茎葉の徒長を招き，病害の発生を助長する

ため，彼岸より前に行うのが通例てある。

馬鈴薯畑ては 2月初旬，腐熟しfと堆肥，草木灰を下肥

とともに充分施した苗床に種薯を植え込み，8月中旬乃

至下旬に元肥を与えて定植し，4月初旬に萌芽後，本葉

が地上に展開した頃に第1回の追肥を，ついて、茎長 6～

6寸に達した下句に第2回の追肥を行う。特に増産上の

秘訣として奮の出来た頃に人糞尿を薄めて施すととも多

くの農家てなされている。

葱は，桑，馬鈴薯に比して施肥回数は少ないが，5月

初旬から10月迄施肥されているのが観察された。即ち，

春季苗床に播種され，夏季元肥を与えられて本畑に定植

され，以降秋まで追肥がなされる。

次に茄子は，1月下旬，苗床に播種され，4月中旬乃

至5月初旬，堆肥と有機質肥料の半々を混じた元肥を施

した本畑に定植し，後，15～20日目に第1回の追肥を，

二，三番花の咲き始める頃，第1回目より多めに第2回

を，m2回から15～20日たって果実の発育した頃に第3

回を，第4回以降は液肥として随時与える。

稲は寒肥として 1月下旬乃至 2月上旬に人民尿がJ散布

され，一部は田植え前の苗代にも施肥されるようであるロ

大担は木地区ては，多くは秋大根として 8月下旬に播

種され，施肥は 8～10月に行われ，白菜も 8月中旬に播

種され，その施肥期は大恨と同じく 8～10月てある。

( 74 ) 
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さて，とれらの作物は下肥〈鈎虫卵を含む〉が苗床な

り，本畑なりに撒布されることによって，をの時期にを

の作物の畑に鈎虫卵が存在することになる。しかし，鈎

虫卵が感染仔虫となるためには表土の湿気とともに一定

の温度条件 (9℃以上，内藤，1928）が必要てあるので，

概括的には気温の低い 12月～3月は， か〉る仔虫のWJlf

化は行われ得ないとJ佐定させる。従って感染の場の準備

は，以上の検討をも加えて， ζの地区ては 4月以降10

月（おそくとも11月〉までに，桑，葱，茄子，馬鈴薯，

大根，白菜等の作種の畑においてそれが一般に成立して

いると認めるととが出来る。勿論，特定の農家が，特殊

の作物を栽培し，をれに下肥を施すととにより ，感染の

場を準備しているとともあり得る。が，ζの点について

はこ〉ては省略するとと〉する。

2) 準備された感染の場の証明のための一つの調査

準備された感染の場の直接的な突きとめは，をとから

鈎虫の感染仔虫をどの位証明し得たかということによっ

て行われる。木調査では感染仔虫の検出はなされなかっ

たが，それに代るものとして土壌中の畑虫卵の有無を，

年聞に亘り13ケ所〈後1ケ所追加〉て、行った。 ζ れは毎

月5gの土壌を採取し，小林（1954）の用いた方法によ

り検出したものであるがく第2表〉，か〉る場合畑虫卵の

存在は，また同時に鈎虫卵の混在し得ることを示す間接

指標として役立ち得る。同表によれば，虫卵は No.4, 

5, 9の桑畑には年聞を通じて比較的多く検出され， ま

た No.13は麦から葱に転換した後に検出されている。

また，最も多く認められたのは No.3 （非農家の自家菜

園〉て，続いて No.6 （大立ー青菜〉に多かったO

以上のととから，木地区ては姻虫卵が多く認められた

馬鈴薯，葱， 桑，大豆，白菜等の畑が主として最も高度

に準備された鈎虫感染の場であると云えよう。

3) 鈎虫感染の成立に関する考察

1）と 2）において，木地区の下肥撒布状況を調査，）＿，＞

或る時期には，或る作種についてどのように鈎虫感染の

場が準備されているかを知った。

しかし，と〉て注意を要することは，下肥の撒布が直ち

に感染の場の準備にはならないととである。即ち，下肥

撒布場処の条件が，鈎虫卵の牌化及び鈎虫仔虫の存在に

とって不利であれば，それは準備されたととにならない。

例えば，冬季に下肥が撒布された時には，との地区の気温

その他方、ら鈎虫卵の卵？化や鈎虫仔虫の生存は不可能で、あ

り，感染の場は準備されない。その意味て冬期の麦畑て

は，鈎虫感染の場の準備は成立し得ないて、あろう。また
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土壌中の姻虫卵の調査 （土壊5g中の検出個数）第 2表
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：；入り頻度もまた，上記の作物に比して少ない。

なお，白菜と大根は個々の農家によってその作種が異

なり ，従って栽培方式も若干異なる。

以上の考察から準備された感染の場ヘの立ち入り頻度

は桑，葱，茄子，馬鈴薯畑という！I医に多く ，木地区にあ

っては，ほ三以上の順序において鈎虫感染が成立するも

のと考えられる。

4) 鈎虫性皮膚炎の調査

鈎虫性皮膚炎に関して，近くは永井 (1954）が鈎虫仔

虫の皮膚侵入の際に起るととを実験的に試験した結果に

ついて報じ，著者ら (1956b）も宮城県一農村て鈎虫寄

生数の多いものに鈎虫性皮膚炎の発症の多いことについ

て報じたが，著者は前報の東京都ー農村て，鈎虫性皮膚

炎の発症を 1例も認めるととが出来ず，この場合には感

染の場を惟定する一助とは為し得なかった。そしてをの

原因を該地区が低感染地区のため，例えあっても感染時

における虫体数が僅少となり ，発症の形成が気付かれな

いためであろうとした。

ζの調査地において，ほ三全員に対して，昭和32年度

を含めて過去 3ヶ年における鈎虫性皮膚炎の発症の有無

を検したところ，27名にこれを認めた。乙の内，9名は

発症場処を失念，または不明と答えたが，桑畑て、9名，

野菜畑（作物名不明〉て 5名，葱個て 3名，麦畑て1名

という結果を得た。鈎虫性皮膚炎の発症というとの調査

は，問診であるため，或る程度の誤差を招くととが出来

H：途中より調査場所の変更を示す｜： 畑作々 物の転換を示す

水田ては同僚な理由から，冬期に感染は成立せず，異なっ

／と理由〈南崎，1928）のもとに初夏ての感染も生じ得ない。

一方，桑畑は年間多量に施肥されるが，それによって

その感染の場は，4月より11月に至る聞は絶えず準備さ

れている。一方，その立ち入り頻度も 5月の始めより 6

月初めまでの春蚕，8月初旬より約20日間の夏蚕，9月

初旬より約1ヶ月間の秋蚕の各期には連日， 特に朝に採

葉のために立~入りが行われるのを常とする。

葱畑は，桑，馬鈴薯に比して施肥回数は少ないが，4

月初旬から8月初旬までの苗床期，定植後，除草，追肥，

土寄せの作業のある発育期，秋から翌年までの収獲期と

その栽培期間ほ長く ，従って，をの場への立ち入り頻度

も桑に続いて大である。

茄子畑は， をの収獲期には毎日のように畑に立ち入

る。また苗床期間中には 8月初句と 4月上旬の 2回の移

植，5月上～中旬の定植と立ち入り広11文，特に土壌に接

触する機会が多い。

馬鈴薯畑は苗床にて育苗後，3月中旬乃至下旬に定植

し，後に中耕と除草を兼ねて施肥がなされる。収獲期に

は薯自身とともに下肥の附着している土壌に直接手足，

特に手て触れる作業を含んでいるととは，他の作物以上

である。

白菜と大mは8月下旬に播種し，秋から冬期にかけて

収獲される。施肥期間，つまり感染の場の準備期聞は短

かく ，概ね，8～11月であるが，その聞におけるをの立
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ないが，直接にをの発症場処を確め得る利点を有してお

り，との地区ては少数例てはあるが，桑畑と葱畑が主な

発症場処であるととを確め得士。

総括的考察

鈎虫の感染が成立するためには，まず，感染の場が準

備されるcとと感染の場への立ち入ることのこつの要約

J口重なるととが必要である。つまり ，このような感染の

場は，早春から秋にかけて何回か，下肥が施されるよう

な畑作種を栽培するととて準備される。をとてζの地区

の下肥の施肥状況を調査したところ，一部を桑畑をの他

に廃棄はしているが，直接，または堆肥にかけて年間多

量に用いられているのが観察された。その主なる｝血肥の

畑を著者の調査の結果から，撒市回数の多い』聞に挙げる

と，桑〈年間〉，麦 (10～ 3月〉，馬鈴薯 c2～ 6月〉，葱

( 6～12月〉，更に撒市回数は減少するが 茄子（ 3～8

月）， l1百（ 2～ 5月〉大限（ 8～10月〉，白菜（ 8～10,

1月〉等である。以上の内，麦に対する下肥撒布は冬期で

あるので，一応とれを除外してをの他の作種に下肥が撒

ず｜了されるととにより，をの各時期に，とれらの畑に感染

の場が準備されていることは疑い得ない。とのととは，

土壌中の鈎虫仔虫の証明の代りに用いた畑虫卵の検出に

おいて，桑，葱， 白菜畑にこれらの期間にそれを見出す

r とによっても実証された。

かように準備された感染の場への立ち入り制度に関し

ては，とれら作物の栽培方式をの他を考慮する時は，年

聞を通じて桑畑には立ち入る機会が最も多く存するもの

と思われる。とのととは比較的栽培期間の長い葱畑につ

いても云える。 茄子畑と馬鈴薯畑は短期間に，集中的に

特に茄子畑は収獲のために毎日のように入ることから無

視し得ない。白菜畑と大限畑は，施肥期間の短いとと，

立ち入り制度の少ないζ と，特に追肥として尿のみを用

いる白菜については，上記作物に比して鈎虫感染の場と

して考えるととは困難のようである。

一方，著者は感染の場を具体的に釦る一つの手がかり

として，鈎虫性皮膚炎の発症場処を調べたところ，27名中

9名に桑畑，3名に葱畑という結果を得た。この乙とは，

鈎虫感染の場の準備と，モれとの立ち入り j明度によって

間接的に他定した成績と全く同ーの結果を得／と訳て，と

の地区の主なる鈎虫感染の場は桑畑てあり，ついて葱畑

ではあるまいかというととを推定せしめる促見となろ

う。そして，桑畑は早古から秋まて，葱畑は初夏から秋ま

でが，をの感染の場として準備され，感染が成立している

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 2号

こととなる。 茄子畑と馬鈴薯畑には，木調査においては

鈎虫性皮庫炎の発症患者はみられなかったが，感染の場

の準備と，をれへの立ち入り頻度の面から茄子畑は早春

から夏にかけて，馬鈴薯畑は早春から初夏にかけて，と

れぞれ感染の場になり得るという推定も可能てあろう。

なお，自家菜園〈非農家〉については調査する機会を得

なかっえが，農家における自給自家菜園を含めて，自家

消費用の小面積の疏菜畑は下肥を施し，まえ採取に如繁

に立ち入るととから，或は鈎虫感染の共通の場として存

在し得るかもま日れない。しかし，との報告ではとれら非

営業用疏菜畑について，調査し得なかったcとを附記し

ておく。

要約

1957年3月以降， 1958年4月に至る一年間に埼玉県ー

農村において鈎虫の感染状況を調査し，をの疫学的な考

察を試みた。その結果は次のごとくである。

1) との地区の鈎虫感染率は48.0%で，かなりの濃厚

感染地区であるととを思わしめた。

2) 性別，年齢別感染率は基本的にその感染の場に立

ち入る頻度によって決定されることを示唆するデ」タが

得られた。

3) 年間の新，再感染は 6月を除いた 4刀か ら7月ま

での聞に多く ，冬期には少ないととが観察された。

4) 下肥撒布状況，作物栽培方式，鈎虫性皮膚炎の廷

症場所などを，感染の時期と考え併せる時，この地区て

は桑畑と葱畑がをの主なる感染の場であり，馬鈴薯畑，

茄子畑など二，三の野菜畑が少数てはあるが感染の場と

して存在することを推定せしめた。

5) なお，如上の結果との関係において，当該地区に

おける鈎虫感染の場の準備と感染そのもの〉成立との関

係が論ぜられた。

稿を終るに当り，終始御懇篤な御指導と御校聞を賜わ

りました予研寄生虫部部長小宮義孝博士に深甚な謝意を

表します．

また ζ の調査に当 り，技術的援助を福島健氏に， 場処

の選定，駆虫その他に熊谷保健所杉山太幹予防課長，本

庄保健所荻野淑郎所長に御協力頂いたことを感謝いたし

ます．

なお，この調査は伊吹正化学工業株式会社の殺卵剤効

果試験に附随して行ったもので，同社及び小財動氏に種

々な御援助を得たことを特記する．
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Summary 

In a village of Saitama Prefecture epidemiological 

studi回 onthe hookworm were carried out from 

1957 to 1958. 

Five hundred and thirty-two samples in total 

were examined. The incidence of infection amo‘ 

unted to 48. 0 per cent, where Necator ameri'canus 

was predominant. 

An analysis of the hookworm infection by age 

and sex groups revealed that the incidence of 

infection was found higher in percentage among 

residents working in fields and lower among those 

having no/or seldom chance such a work. 

The seasonal fluctuation of the infection through-

out one year was investigated, results of which 

showed the hookworm infection was higher in April, 

May and July. In Winter, infection occured very 

lower. 

The mulberry and stone-leek field considered to 

offer the most dangerous area for its infection 

among all fields in this district. Potato and egg-

plant field seemed to offer a less dangerous one. 

Concering the realisation of hookworm infection 

the relation between fertilizing五eldswith night-

soil and the frequency of exposure to such fields 

were discussed. 




